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令和２年12月橋本市議会定例会会議録（第２号）その２ 

令和２年12月７日（月） 

                                           

（午前９時30分 開議） 

○議長（土井裕美子君）皆さん、おはようござ

います。 

 ただ今の出席議員数は18人で全員でありま

す。 

                     

○議長（土井裕美子君）これより本日の会議を

開きます。 

 この際、報告いたします。 

 市長から令和２年12月３日付、橋総第354号

をもって追加議案１件が送付されております。

議案はお手元に配付いたしております。これを

今会期中にご審議願うことといたします。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（土井裕美子君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条の

規定により、議長において、５番 板橋さん、

10番 髙本さんの２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 一般質問 

○議長（土井裕美子君）日程第２ 一般質問を

行います。今回の一般質問の通告者は13人であ

ります。 

 質問は会議規則第62条の規定により、別紙の

順序により発言を許します。 

 順番１、11番 阪本さん。 

〔11番（阪本久代君）登壇〕 

○11番（阪本久代君）おはようございます。ト

ップバッターです。どうぞよろしくお願いしま

す。 

 今回は３項目あります。 

 まず、第１、可燃ごみの収集についてです。 

 紀見地区区長会新興住宅地可燃ごみ週１回

収集対策委員会から、可燃ごみ収集回数につい

て、６月から９月の間、週２回を継続すること

を求める要望書が議会にも提出されています。 

 新興住宅７地区で行われたアンケートで、可

燃ごみの週１収集で困ったことがあったとの

回答は約７割もありました。希望する区につい

ては、夏期に週２回収集することを求めます。 

 ２番目です。水道料金の減免についてです。 

 日本共産党橋本市委員会では、現在、橋本市

のまちづくり市民アンケートに取り組んでい

ます。 

 その中で、新型コロナ対策で市に望むこと、

政策を問うたところ、一番多いのがＰＣＲ検査

の拡充、２番目に多いのが水道料金の減免など

生活費支援でした。 

 記入欄に水道料金が高過ぎると書いた方が

たくさんありました。コロナ禍の中、飲食店な

どの支援にもなる水道料金の減免が必要では

ありませんか。 

 ３番目は企業誘致についてです。 

 コロナ禍のもと、経営が悪化した企業があり

ます。新型コロナウイルス感染症の収束はいつ

になるか分かりません。また、収束後すぐに経

済が戻るかどうかも分かりません。 

 このようなときに、多額の費用をかけて企業

誘致のための造成を進めるべきなのか疑問で

す。また、造成しても売れ残り、市民の負担だ

けが残らないか心配です。 

 ①企業誘致によって現在までに固定資産税

はどれだけ増えましたか。 

 ②市民の雇用は正規、非正規で何人ですか。 

 ③売れ残ったとき、市民への負担はありませ

んか。 
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 以上です。答弁よろしくお願いします。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さんの質問

項目１、可燃ごみの収集に対する答弁を求めま

す。 

 水道環境部長。 

〔水道環境部長（宮田典和君）登壇〕 

○水道環境部長（宮田典和君）おはようござい

ます。よろしくお願いします。 

 可燃ごみの収集についてお答えします。 

 本市では長年、市民の皆さまのご協力のもと、

ごみの減量及び分別の推進に取り組んでおり、

可燃ごみの収集についても、令和元年度から、

中高層マンションを除き、全ての地域で週１回

収集を実施していますが、一部の地域では令和

３年度までの緩和措置として、６月から９月の

４か月間、週２回収集を行っています。 

 市の政策としては、中高層マンションを除く

市内全域において、令和４年度から可燃ごみの

週１回収集を通年実施することに変更はござ

いません。 

 現在、市では、可燃ごみの週１回収集を通年

実施するにあたり、課題を解決するための対策

を順次講じているところです。 

 まず、臭気対策として効果が認められる可燃

ごみ袋を作成し、紙おむつ給付事業の対象世帯

に対して無償配布を行っています。さらに、本

年度からは一般販売も開始し、市民の皆さまに

幅広くご利用いただけるよう整備しました。 

 また、紙おむつについては、今年度、紀見保

育園及び岸上保育園並びに保健福祉センター

において拠点回収を実施しており、来年度から

福祉収集を拡充し、紙おむつの戸別収集を実施

します。 

 さらに、生ごみの堆肥化を行うための堆肥化

容器の無償貸与、生ごみ処理機の購入に対する

補助制度など、生ごみを処理、減量できる方法

については従前より推進しており、多くの市民

の皆さまに取り組んでいただいています。今後

も生ごみの堆肥化及びごみの減量化を引き続

き推進してまいります。 

 その他にも、収集日以外にごみを持ち込める

場所として、橋本周辺広域ごみ処理場のほか、

新たに橋本市環境美化センター及び橋本市役

所でもごみの持込みを受け付けています。 

 令和４年度から可燃ごみの週１回収集が完

全実施となる中で、課題を解決しつつ、改善が

必要なところにつきましては手だてしてまい

りますので、今後ともご協力をよろしくお願い

します。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん、再質

問ありますか。 

 11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）まず、最初に、今の答弁

を聞きまして、もう本当に、何と冷たい答弁な

んだろうかと、まず思ったんです。どこがとい

うことは、市の政策として、令和４年度から可

燃ごみの週１回収集を通年実施することに変

更ございませんという部分です。 

 住民は、夏場は週２回というのが１年過ぎた

ところでアンケートを実施して、その結果を分

析したところ、予想以上に可燃ごみの週１回の

収集で困っている家庭が多かったと。その中で

いろいろと話し合った中で、夏場の週２回収集

を続けてほしいというふうに要望しているわ

けです。 

 まずは、その住民の声を真摯に聞いて、検討

をして、その結果こうですというのが筋ではな

いかと思うんです。 

 それを、市の政策だから変更しないというの

は、もともと市民の声を聞く気がないというこ

とではないんでしょうか。まず、そのことをお

聞きいたします。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）お答えいたしま

す。 

 まず、アンケート、確かに去年の請願を受け
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ました。そしてまた、希望される自治会に説明、

意見交換にも参りました。そして、地元の有志

によります皆さまのアンケートの結果も見さ

せていただきました。 

 その中で、政策だから駄目というのではなく

て、その中でも寄り添っていけるところ、例え

ば、一番困っている生ごみの処理であったり、

おむつであったり、集積場所の問題であったり、

それぞれ個別に対応している中で、皆さまのご

協力を得られる、それとまた、ほかに、衛生自

治会から起こった問題、アドバイスでもあるん

ですけども、今まで取り組んできたほかの地域

の皆さまのご協力もある、それまた同じように

全ての市民の皆さまにお願いしたいと、そうい

う気持ちで、できる限りアンケートの結果も受

けながら配慮はさせていただいているつもり

でございます。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）ただ、今の答弁を聞いた

感じでは、もともと、１回決めたことは変更し

ない、もう市民の声を聞く気がないというふう

にしか聞こえなかったということです。 

 一般質問だからこういう答弁になったのか、

住民の方が聞いても同じような答えになった

のかということも気になるところです。その辺

はどうですか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）答弁としては今

申したとおりでございますけども、ただし、そ

の途中経過につきましては、こういうことを実

施したい、その中で障害となるところ、市とし

て歩み寄っていけるところはもっともっとお

応えしたいと、そういう形で今回の答弁にまた

新たな政策として追加させていただいた提案

もございます。市民の皆さまにも同じようにお

答えさせていただいております。 

 最終は政策として、市民との協議の場でもそ

うですけども、政策として取り組んでいく中で

障害となる、皆さまにご負担が重いところは軽

減すると、こういうふうに考えて、いろんな提

案、施策を実施しております。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）政策として取り組んでお

られるわけなんですけれども、実際にアンケー

トの結果を読ませていただいたら、自由意見欄

に983名の方が意見を書いておられ、その中で

も、可燃ごみの収集は週２回を希望という方が

241名、夏場の可燃ごみ収集を週２回を希望と

いうのが230名、一方、週１回収集に賛同する

意見というのは30名と、週２回収集を求める意

見が多数となっている。これがアンケートの分

析の結果です。 

 この結果はどう受け止めておられますでし

ょうか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）本市とボランテ

ィア、地元の有志の方と一緒にアンケートを実

施いたしました結果、確かにそういう数字が出

ております。 

 ただし、例えば、どうしても我慢できないと

いうんですか、特に困ったという方もいらっし

ゃるし、少し困ったが許容範囲という方もいら

っしゃいます。 

 その部分をとらまえて、７割の方が反対とい

う意見、確かにそういう意見もあるかと思いま

すけども、現に週１回をもう実施されていると

ころも、困っているけどもやっぱり協力してい

ただいていると、そういう市民の皆さまのご協

力から始まったごみの週１の実施でございま

すので、そこらもやはり、こういうところも数

字から読んでいただきたい。 

 それと、このアンケート、本当によく調べて

いただいておりますので、そのアンケートに沿

った形で、実施できるところは実施して、政策

として提案もしておりますので、そういうとこ

ろは私ども参考にさせていただいております。 
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 以上です。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）先ほど、いろいろと改善

をしてきているというご答弁もあった中で、収

集日以外にごみを持ち込める場所もつくって

いますということでした。 

 ただ、場所をつくっていただいても、やっぱ

り持ち込む手段がなかったら持ち込めないと

いうことで、結局は同じというふうになると思

うんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）確かに、持ち込

む場所につきましては、本当に、究極のサービ

スで家の前があったらいいんでしょうけど、そ

れはとてもコストがかかって実施できないと。

となれば、ある程度の集積場所を設けておりま

す。 

 それも、ある地域ではお年寄りが多くて、週

１で荷物重くなったと、こんなん持てない、運

べないという声がありました。 

 地元管理のごみ集積ステーションですので、

区長、地元の方とご相談させていただいた結果、

ごみの場所をもう少しポストを増やしたりと

か、あと、鳥獣害、カラスや獣に襲われてごみ

が散乱すると、どないかしてくれと、こういう

ことを受けまして、ごみのボックスの補助金を

出しております。 

 今、各区で鉄製等、堅固なものを用意してい

ただいていますので、こういう形で荒らされて

いるというのはあまり、最近聞かなくなりまし

た。 

 ということで、そういう、直接これやという

のはないんですけども、個別の、寄り添ったよ

うな声に耳を傾けて、実施できるところはさせ

ていただいていると考えております。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）今のと関連して、今も福

祉収集は実施されているんですけれども、まず、

今現在、福祉収集は何軒されているのか、お尋

ねします。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）要件を大分緩和

させていただいたんですけども、数字の方は変

動がございますが、現在、約50世帯という形で

ございます。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）約50世帯、先ほど紙おむ

つの戸別収集も実施するというふうに、来年度

から実施する予定であるというふうにお答え

があったんですけれども、だいたいそれは何軒

ぐらいを見込まれているんでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）お答えします。 

 まず、紙おむつは、市の方でおむつ支給して

いる世帯は、１、２歳未満の世帯で各385人、

700名ぐらいでしょうか。それと、紙おむつの

支給対象者も328ということで、都合マックス

で最大1,200世帯ぐらいと。 

 ただし、全ての世帯の皆さまが手を挙げてこ

の制度をご利用されるかどうかは別として、マ

ックス1,200世帯と考えております。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）ごみの週１回収集という

のは、今までも確かに分別を進めてきて、ごみ

の量が減ってきた、その中での取組みであると

いうふうには思うんですけれども、それと同時

に、今現在、生ごみ堆肥化・減量化集団実施奨

励金というのを出されていまして、もともとは

１世帯1,200円だったのが、現在は400円になっ

ています。 

 令和元年度の決算でいえば662万1,600円。96

地区、１万6,554世帯の方が対象で、この奨励

金を出しておられます。 

 私自身は、ごみの収集が週２回から１回にな
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ってもごみの量が減るわけではなくて、それを

２回に分けて出していたのが１回になるだけ

といいましょうか。だから、１回出すときに重

たいので、運ぶのが大変だというふうな声が出

てくるんだというふうに思っているんですけ

れども、そもそもは全世帯で、中高層マンショ

ン以外で週１回、全世帯週１回になれば、この

奨励金をなくすことができるというのが週１

収集の目的ではないかなというふうに考えて

いたんですけど、その辺はいかがですか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）今、ご指摘ござ

いましたが、そのために減らすのではなくて、

そもそも、菖蒲谷の方から、日本工業所の問題

もありまして、ごみを減量化していこうという

形で週１でできるじゃないかということで、そ

れがどんどん広げていっていただく中で頑張

っていただいたという区には後ほど補助がつ

いたという形で、現在が、おっしゃるように１

世帯400円と減額されています。 

 金額も減ってまいりましたけど、それを減ら

すためではなくて、週１を実施してごみを減量

化していくと、そういうための補助という形で

支出させていただいております。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）そうしましたら、中高層

マンションではいろんな事情があって週に１

回にはできない、ごみの集積場の許容量もあっ

てできないということなんですけれども、あと

１年、夏場の週２回が実施されることになって

いるんですが、それが終わっても、この奨励金

というのは引き続き支給されるんでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）お答えいたしま

す。 

 ごみの週１に対しての奨励金ですので、基本、

原則は、恐らくなくなるものだと思っておりま

す。週１を実施するにあたって、その補助金は

解消されるものかと。 

 ただし、今まで協力したんだから、どないか

してくれという声もあるのは事実でございま

す。ただし、原則、週１を実施するにあたって、

週１を実施されていない区に対しては週２回、

暫定的な収集もしていると。ということは、週

１の頑張っている区に対しまして、補助金が今

残っているという形でございますので、それが

全て週１になった折には原則廃止される補助

金かと考えております。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）ただ、中高層マンション

については週２回が続くわけですから、やっぱ

りマンションのある地域では、マンションは週

２回続いているのに平場の方では週１回で不

公平じゃないかという声も聞いたことがござ

います。それでもやっぱり、マンション以外で

週１回になったら、もう奨励金をなくすという

ことですね。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）マンションは構

造上、特にごみの置場がベランダに置けないと。

では、消防法に引っかかるから置けないと、危

険じゃないかという形がありました。 

 そこらを配慮しまして、そこは除外しており

ますので、そういう形で除外したとこもありま

すけれども、週１が実現した暁には補助金は廃

止したいと考えております。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）いろいろと週１に向けた

努力であるとか改善とかというのはされてき

ていると、それは承知しているんですけれども、

それでもやっぱり週１回になるのは困るとい

う世帯は実際にはあると思うんです。 

 今、週１回をずっと実施しているところでも、

実際には困っているんだけれども口には出せ

ないよという世帯もあると思います。それを、

私からすれば強引に全部週１にするというこ
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とに無理があるように思うんです。 

 いろいろ声を受け止めて改善はするけれど

も政策そのものは見直さないというのではな

くて、やっぱりそこは、政策の見直しも含めた

検討というのは必要ではないかなと思うんで

すけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）政策という部分

であればなかなか私の発言しづらいんですけ

ども、ただし、ごみの週１というのは減量化、

市がこうしていきましょうという話ではなく

て、地域から起きてきた流れでございます。そ

れを実施するにあたって、どうしても物理的に

無理な中高層マンションは除外したとしても、

歯を食いしばってといいますか、ご協力いただ

いている皆さま、市民の方もいらっしゃいます。 

 ここのアンケートにもありましたけども、本

当に困っている世帯というのは、特に私ども聞

いておりますのは、高齢の方が、老老介護の方

がおしめを持って生ごみを出せるのかと、そう

いう本当に困った声が届きました。 

 そういう方に対しては、やっぱり、ごみ出し

弱者というんですか、乳幼児を子育て中のおし

めであったり、お年寄りのおしめだったり、や

はりこれはどうかしていかなあかんなという

ところにつきましては、今回の答弁させていた

だきますとおり、新年度から実施したいと。 

 こういう形で、頑張って、苦労して、処理し

ていただける市民の皆さまには、こういう形で

ご協力いただきたいと考えております。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）平行線にはなるんですけ

れども、この問題に関わらず、やっぱりいろい

ろと市民の皆さんから出される声というのは、

本当に真摯に受け止めて、検討もしていただき

たいというふうに思います。 

 １番、終わります。 

○議長（土井裕美子君）次に、質問項目２、水

道料金の減免に対する答弁を求めます。 

 水道環境部長。 

〔水道環境部長（宮田典和君）登壇〕 

○水道環境部長（宮田典和君）水道料金の減免

についてお答えします。 

 本市は、これまで新型コロナウイルス感染症

の拡大により影響を受けた市民生活や地域経

済への支援のための施策を様々講じていると

ころです。 

 一般の市民の方々への支援としては、10月か

ら、市民全員の方を対象に生活応援クーポン券

第２弾の配布を実施しています。また、飲食店

などの事業者の方々に対しては、助成金や給付

金の交付事業などによる地域経済活性化のた

めの支援を実施してきました。 

 加えて、上下水道料金については、コロナ禍

の影響を受けた方に対しての徴収猶予制度を

設けました。 

 水道料金の減免については、令和２年６月議

会定例会一般質問において答弁したとおり、一

律的にならざるを得ないことなどの理由から

実施していません。 

 本市としては、生活応援クーポン券をはじめ

とした支援策を講じていることもあり、水道事

業としてコロナ禍の影響を考慮した水道料金

の減免は考えていません。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん、再質

問ありますか。 

 11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）先ほども言いましたけれ

ども、今現在、アンケートに取り組んでおりま

して、まだ途中なんですけれども、そのうち100

通返ってきた時点での集計で、先ほど言ったよ

うに、新型コロナ対策で市に望むことを問うた

ら、一番多いのがＰＣＲ検査の拡充、２番目に

多いのが水道料金の減免などの生活費支援と

いう結果になっています。 

 記述欄の方にもかなりの、100人中15人の方
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が水道のことを書いておられて、特に、という

か、水道料金が高いという、もうはっきりと書

かれてあります。 

 少し紹介しますと、水道料金が高過ぎる。電

気、ガス代より高いなんて聞いたことがない。

水は絶対必要であり、こんなまちに人が住もう

と思うだろうか。この異常に負担の大きい水道

料金、どうにかならないか。水道料金、値下げ

になりませんか。コロナがあるため洗濯する回

数が多い。 

 本当に、いろいろ記述しているのを読んでい

て、水道料金のことを書かれている方が本当に

多かったです。 

 また、多分、上下水道料金だとは思うんです

けども、１か月に１万円を超えるというふうに

書いていた方もありますし、水道料金の負担と

いうのが、コロナに関わらず年金生活の人にも

かなり大きな負担が来ているというのが、私た

ちがやっているアンケートの中にも出てきて

います。 

 今までも何度も言ってきて、全然、今回も同

じなんですけれども、コロナの問題で言えば、

いつ終わるか分からない。飲食店であるとか、

また、理容・美容のところも洗髪とかがあるの

でお水を使われると思うんですけども、むしろ

これから経営が大変になって、年を越せるかど

うかというところが出てくるのではないかと

いうふうに思うんです。 

 確かに、生活応援クーポン券も、うれしいと

いうかよかったという声もあるんですけれど

も、それは税金や水道料金などには使えない。

やっぱり現金の支給も希望するような回答も

ありました。 

 水光熱費のうち自治体が支援できるのは水

道料金だけと。だからこそ、３割とか言われて

いますけども、多くの自治体で減免制度が取ら

れている。 

 今までもマンションの問題とかがあってで

きないというふうなこともありましたけれど

も、少なくとも、これからコロナ禍の中で、本

当に払いたくても払えない世帯が出てこない

とも限らないし、お水を止められたらやっぱり

命に関わってきますので、そういうところへの

支援が要るのではないかなというふうに思い

ます。 

 先ほど、徴収猶予制度を設けたということな

んですけれども、実際に利用されたのは何人、

何世帯ぐらいだったんでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）猶予制度の利用

者についてお答えいたします。 

 ４件でございます。そのうち事業者様が２件

でございました。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）猶予だから、いずれは払

わないといけないということで、利用は少なか

ったかもしれないけれども、今、ホームページ

で見ても、この制度はもう書いていないんです

よね。いろいろある、税金の猶予制度とかは書

いてあったんですけれども、既にもう終わって

いるというふうにもお聞きしています。 

 確かに、いずれは払わないといけないかもし

れないけれども、むしろ、これからのほうが困

るところが増えてくるのではないかなと思う

んですけれども、その辺で、もう終了してしま

っているということはちょっと問題があると

思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）お答えします。 

 確かに、今、猶予制度、期限を設けまして９

月で終わっております。ただし、今までの水道

もそうですけども、最終、料金の回収という形

で停水ということを実施するのですが、一律に

やっぱりしているのではなくて、いろんな事情

をお伺いして、当然、市債権と滞納の手続きに
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係るところもあるんですけども、利用される方

の実情を聞き取った中での分納等の計画をさ

せていただいております。 

 それと、今回、議員おただしのように、私ど

ももすごく気にしておりますのは、この先、コ

ロナが長引いた場合に、そういう現場での対応

というのは本当に留意していかなあかんのか

なと。 

 ただし、今、議員もおただしいただいたよう

に、分納、こういう制度自身も、そもそも先延

ばしするだけでございますので、たまればたま

るだけまた負担にもなってまいるかと。 

 ただ、本市の水道としては、料金を値上げし

たばかりでそういうアンケートが出るのかな

と思うんですけども、それはそれでまた、値上

げのときには事情があって、ご理解いただいた

とと思います。 

 それと、この制度について、今度のコロナ禍

の対応については、すごく現場の動向を注視し

ておりますので、一律に全て停水という、そう

いう措置は考えておりません。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）猶予制度を復活させると

いうことは考えておられないんでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）現時点では、猶

予制度の延長、復活は考えておりません。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）一律に停止するんじゃな

くて、実情を聞いてやっているということなの

で、そこで対応はできているのかもしれません

けれども、この猶予制度があること自体もあま

り知られていなかったのではないかと思いま

すし、今のこの現状、コロナ禍が収まりそうに

ないという現状からいえば、また復活の検討も

していただきたいなと思うんですけども、猶予

制度の復活、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）水道環境部長。 

○水道環境部長（宮田典和君）現時点、厚生労

働省等からの指導もあった制度でございます。

これがまた、国として、これが長引いていく中

で、いろんなまた制度等、指導が入ると思いま

す。その中で、制度の復活というのは可能性は

否定はいたしませんけど、今、積極的に復活と

いうことは考えておりません。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）なかなか、値上げしたこ

ともあってと今も言われましたけれども、それ

もあってだし、もともと橋本市の水道料金は高

かったということもあって、やっぱり、今の水

道料金が市民の生活を圧迫しているというこ

とを、十分に理解してもらえているとは思うん

ですけれども、やっぱり公共料金で市民を苦し

めることがないように、これからも、これから

はやっていただきたいなというふうに思いま

す。 

 ２番を終わります。 

○議長（土井裕美子君）次に、質問項目３、企

業誘致に対する答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（北岡慶久君）登壇〕 

○経済推進部長（北岡慶久君）おはようござい

ます。 

 企業誘致についてお答えします。 

 まず、一点目の、企業誘致による現在までの

固定資産税額は、平成17年度より令和元年度ま

での期間で約９億1,865万円の増収となってい

ます。 

 次に、二点目の、市内雇用の状況としては、

令和２年10月末現在操業中の企業37社で、全体

社員1,167名のうち731名です。その内訳は、正

規社員447名、非正規社員284名となっています。 

 最後に、三点目の、あやの台北部用地が売れ

残った場合の市民への負担についてお答えし

ます。 
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 本事業に係る事業費は、国・県の補助金を除

き、共同事業者である和歌山県、南海電気鉄道

株式会社及び橋本市の３者の負担となってい

ます。 

 なお、市の財源としては、起債及び用地分譲

代金等を積み立てている企業誘致対策基金と

しています。 

 そのため、用地が売れなければ企業誘致対策

基金が枯渇し、起債等の償還に一般会計からの

繰入れが必要となる可能性も考えられます。 

 しかしながら、現在、新型コロナウイルス感

染症の影響により経営が厳しい企業も多数見

受けられますが、消毒液等の衛生製品を製造す

る企業や物流業等、業種によっては経営が上向

きな企業もあります。 

 一方、本工業団地については本年10月５日よ

り募集を開始していますが、コロナ禍による景

気状況悪化の中であっても、既に数社の企業よ

り問合せを頂いており、本市としましては、コ

ロナ禍の中でも設備投資を計画している企業

などを誘致していきたいと考えており、本事業

の共同事業者と連携を図り、早期分譲をめざし

てまいります。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん、再質

問ありますか。 

 11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）企業誘致につきましては、

たくさんの工場が建ってきたということであ

るとか造成が始まっているという形で、市民の

目にも見えてはくるんですけれども、そのこと

が橋本市にどういうふうな影響を与えている

のかというのが本当に分かりにくい。 

 また、今の経済情勢の中で、令和２年度の予

算書によれば、造成工事は３年間で42億7,777

万2,000円と。このうちの橋本市の負担割合は

32％ということにはなっているんですけれど

も、それにしたって、14億円ぐらいの大きなお

金を３年間に使っていくと。 

 それだけのお金を使うんだったら、今、いろ

んな形で市民に負担を求めているところに回

してもらえたらありがたいのになというふう

な声があるというのも事実です。 

 そういう中で質問をしたわけなんですけれ

ども、どういうふうなことを聞けば、企業誘致

によってプラスになっているのかマイナスに

なっているのかということが分かるのかと思

って固定資産税のことを聞いたんですけれど

も、今の平成17年度から令和元年度までの期間

で約９億円の増収ということなんですけれど

も、これは優遇制度とかの軽減とか免除をした

金額を除いたものでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）おただしの件に

ついてお答えさせていただきます。 

 先ほど壇上でお答えさせていただいたのは、

単純に固定資産税として課税され、増収のあっ

た金額になります。それが９億1,865万2,000円。

ほかに、法人市民税として２億5,778万2,000円

の収入があります。 

 議員おただしのように、奨励金等、その他、

交付税の算入、交付税措置による減収の補填等

を入れますと、企業誘致による実際の税収の増

減の効果というのは、２億3,575万2,000円とい

うことになります。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）もう一つ、その２億円と

いう金額は、要するに十四、五年間の間の累積

ということでよろしいでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）そのとおりでご

ざいます。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）決算書で今の法人税と固

定資産税を見たんですけれども、法人税で言い

ますと、だから、平成18年度は３億4,000万円

ほど、令和元年度が３億3,467万円と、546万
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9,228円減っているんです。固定資産税でいえ

ば、平成18年度は約31億円、令和元年度は約28

億円と、３億4,100万円ほど減っています。市

全体とすれば、減収になっているわけです。 

 今、企業誘致したところでの累積でいえば２

億3,000万円余りの増収であったということな

んですけれども、減少を少しでも抑えることが

できているというふうに見たらいいというこ

とでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）企業誘致による

効果が出ていると、そういう認識で考えていた

だきたいと、そんなふうに思います。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）企業誘致の目的の一つが

若者の転出を抑えることだと思っています。 

 先ほど、全体社員のうち市内在住の方が731

名ということで、６割の方が市内の方が働いて

おられると。すごい多いなというふうには思っ

たんですけれども、新卒者の方の割合というの

はどのぐらいでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）令和２年度４月

に新卒者で採用された人数でございますが、合

計で38名。内訳を申しますと、大卒で８名、高

卒で30名です。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）やっぱり若い人の働く場

として認知されているといいますか、というこ

とが分かりました。 

 それとともに、企業誘致に伴って転入してき

た方といいますか、は何世帯、何人でしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）企業誘致関連で

転入されてきた方につきましては、従業員の方

で65名です。合わせて、その世帯人員ですが、

96名になります。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）65名の方が橋本市のほう

に来られたということで、全体からいえばまだ

まだ少ないし、やっぱり市外から通って来られ

ている方が多いというふうに思います。 

 また、転入してきてもらうために、新婚世帯

のとかいろいろありますけれども、やっぱり転

入してきてもらえるような、そういう施策とい

うのも必要ではないかと思うんですけども、そ

の辺はどう考えでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）もちろん、転入

を希望される方も、少しずつですが増加してお

ります。 

 そういった中で、様々な、地域優良住宅の入

居者募集であるとか空き家バンク等、また、移

住・定住施策、それぞれの事業について、ご紹

介等も併せて企業に情報発信をさせていただ

いて、相談等もスムーズに行われるように、シ

ティセールス推進課、それから建設部等、連携

をして取り組んでいるところでございます。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）いろいろたくさん企業は

来られているんですけれども、比較的、中小が

多いといいますか、そういうことを考えたとき

に、やっぱり家賃補助といいますか、少ないと

か、低価格の住宅であるとか、そういうところ

にも力を入れていかないといけないと思うん

ですけども、その辺もお考えでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）従業員の年齢層

について、少し説明をさせていただきます。 

 20代の方が、全体344名中、転入でされてい

る方が24名です。30代になりますと、311人中

24名です。先ほど、転入された従業員の方が65

名というふうに説明させていただきましたが、

そのうちの48名がいわゆる若年層という、20代、

30代の方です。 

 こういった方が転入される際には、市の施策
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等も十分説明をさせていただいて、優遇制度を

活用いただくということも併せて行っていま

す。 

 引き続き、そういった要望等が、企業からも

相談等がありますので、積極的に対応していき

たいというふうに考えています。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）先ほど、３番目のところ

で、やっぱり心配なのは、売れ残ったときが一

番心配です。 

 その中で、今までは、市の財源としては起債

と企業誘致対策基金を使ってきたと。この企業

誘致対策基金の主な収入と支出、また、現在額

を教えてください。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）企業誘致対策基

金についてですが、収入としましては、企業誘

致用地の分譲収入、それから、企業誘致の賃貸

料です。メガソーラー等に使っていただいてい

るところのものです。併せて、利息ということ

になります。 

 それから、支出の用途でありますが、企業誘

致用地の整備費、それから維持管理費、併せて、

先ほど議員からもおただしがありましたが、あ

やの台北部用地開発事業に係る橋本市の負担

分、事業費の32％でございます。 

 併せて、企業誘致室職員の人件費、正規職員、

技術職も合わせて、会計年度任用職員も含めて、

こちらから支出をさせていただいています。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）現在どれだけ残っている

のか、お願いします。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）令和２年11月末

の時点ですが、５億7,409万3,307円でございま

す。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）答弁でも、用地が売れな

ければ基金がなくなってしまって、起債等の償

還に一般会計からの繰入れをしなければなら

ないという可能性も考えられるというご答弁

だったんですけれども、今、５億7,400万円残

っているということですけれども、令和３年度

になれば造成のほうにもまたお金を出さなけ

ればいけないでしょうし、この辺の、本当に、

担当としたら売れないということは考えたく

ないというふうには思うんですけれども、でも、

やっぱり市民からすれば、本当に大丈夫かなと。

この辺の見通しといいますか、その辺はどうで

しょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）今、市のほうで

募集を始めてから、鋭意営業活動を行っており

ます。ただし、コロナ禍において、なかなか積

極的に営業をできるという状況ではないとい

うのも確かです。 

 そういった中ですが、国のほうでサプライチ

ェーン対策の国内投資促進事業費補助金とい

うのが、いわゆる積極的な企業に対して補助を

しようという、そういった制度に対して全体で

1,670件の応募がありました。うち146件がつい

先日採択されたところです。 

 逆をいえば、不採択となった企業約1,500社

についても、今後も引き続き設備投資を検討し

ているというふうに考えることができると思

います。 

 一方ですが、先ほど来のお話の中でも、新型

コロナウイルスに対して、様々な企業の消極的

な見方もあるんですが、企業全体としましては、

今後の社会経済情勢の変化が見通せなくなっ

ている中にあっても、企業は環境への対応や省

エネ、資源、それから安全・安心、健康・福祉

など、新たな分野への事業展開と拡大事業の効

率化やリスク分散化による事業再編などに取

り組んでおって、新たな設備投資など、企業立

地の動きは途切れることはないというような、
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経済産業省の外郭団体の見方もしております

ので、以降、私たちとしましては、先ほど来、

壇上で答えさせていただいたとおり、連携をし

ながら、しっかりと、市民に将来負担になるこ

とがないように営業を続けていきたいと思い

ますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）営業は大事だと思うんで

すけれども、最終的に全然売れなくて、売れ残

ってしまってというときに、何年ぐらいという

か、例えば何年以内にどのぐらいの割合で売れ

る、売っていくという目標といいますか、そう

いうのは立てておられるんでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）先日来、経済建

設委員会で説明させていただいたとおり、現時

点で企業が手を挙げていただけるところにつ

いては、随時、議会にも報告をさせていただく

予定でおります。 

 最終的にいくつの企業を何年度にというよ

うな具体的な計画というのは持っていないん

ですが、私たち担当としましては、もうすぐさ

まにでも契約できるように、こちらの橋本市に

参入していただけるように、事業所と連携をし

ながら、手を挙げていただくように、そんなこ

とを進めているところでございますので、ご理

解いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）積極的に頑張っておられ

るのに、暗い予想ばかりして申し訳ないんです

けれども、例えば10年たっても半分以上売れ残

っているとかというようなことになったとき

に、それが結局、一般会計からの繰入れによっ

て市民の負担に跳ね返ってこないかなという

のが一番の心配なわけなんです。 

 その辺で、どのぐらいをめどに、何年ぐらい

めどにやっていくとか、そういう目標とかはな

いんでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）阪本議員の質問にお答え

します。 

 私が今言っているのは、３年間で造成を終わ

らせて、２年間で８割を売りなさいという話を

しています。 

 確かに、非常にリスクの大きな話に、コロナ

の影響でなってしまいましたけども、ただ、ま

だビジネスチャンスは十分あるなというふう

に思っています。 

 例えば、阪本議員が言われるように、市民の

負担を考えて、造成を今やめなさい、中止しな

さいとなったときも、違約金の関係で、やはり

14億円以上は市単独で払わなあかんのかなと。

当然、県にしてもそうですし、南海電気鉄道に

しても、今まで負担していただいた分を返さな

あかん。また、契約している事業者に対しては

違約金として10億円ぐらいは発生するのかな

というふうに思っています。 

 これから３年間で造成して、２年間でしっか

り売っていくと。結構、10社以上の方が声をか

けていただいていますし、ただ、２期工事につ

いては、これは様子を見ないとあかんのかなと

いうふうにも思っていまして、売行き状況を見

て、そういう、今、半分しかやりませんので、

それをどうするかという問題はあろうかと思

いますが、今やめたとしても、それだけのお金

が、当然、こういうのは起債がありませんから

現金でお支払いするようなことにもなりかね

ませんので、造成さえしておけば、ちょっと景

気がよくなってきたときに、やっぱり今の企業

って即決なんです。もう山が残っていて買うて

くれるのではなくて、造成が終わっていて初め

て土地を買っていただけるというのが今の企

業なので、時間をかかってしまえば、よそへも

一定逃げられてしまうというふうに考えてい

ますし、通常、企業誘致をやっている土地の㎡
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単価で見ても、橋本市は非常に抑えています。

そういうことを考えると、まだまだビジネスチ

ャンスはあるのかなと。 

 私たちとしても、できるだけ市民の皆さんに

負担をかけないように、現在、人員も増員しな

がら、増やして、人員も増員して、営業も行く

機会も増やしていますので、その辺はご理解い

ただきたいと思いますので、市民への負担はな

いように努力していきますので、ご理解よろし

くお願いします。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）今、市長から市民の負担

にならないように努力していくというふうな

ご答弁をいただいたんですけれども、努力して

いくとしか今の時点では言えないとは思うん

ですけれども、本当に重々、後々、このことが

また財政難につながっていくということがな

いようにお願いをしまして、終わります。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さんの一般

質問は終わりました。 

 この際、10時40分まで休憩いたします。 

（午前10時26分 休憩） 

      

 

       

 


